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	 	  ＜あらまし＞	 学習者が eラーニング学習にひとりで取り組み，途中で挫折しないためには，教材
コンテンツ自体に学習意欲を継続させる工夫が必要である．本研究では e ラーニング教材を作成した
教員自身が教材の見直しをおこなうことのできるチェックリストを開発することを目的としている．

その前段階として本稿では，学習意欲継続のためのチェックリストに必要なカテゴリを整理した． 
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１．はじめに	 

eラーニングは，時間・場所の制約を受けずに
学習をおこなえることから有効なものであるが，

対面授業のようなその場での質疑応答，学習支援

などがおこなえないという問題がある．学習者は

ひとりで学習に取り組み，自分でペース配分をし

なければならないことが多い．そのような状況の

中で学習意欲を継続させることは難しい．その場

合には「ARCSモデル」を用いた技法が必要であ
ると考える．ARCSモデルは，Keller（2010）の
提唱した学習意欲モデルで，A：注意（Attention），
R：関連性（Relevance）,C：自信（Confidence），
S：満足感（Satisfaction）からなる． 
また，eラーニングコンテンツ自体に，わかり

にくさや見にくさといった点があると，学習意欲

を阻害することがある．その場合にはまず，「ユ

ーザビリティ」「アクセシビリティ」の配慮が必

要であると考える． 
	 本研究では学習意欲を継続させる e ラーニン
グ教材作成を目的としたチェックリストの開発

をおこなうことを目的としている．eラーニング
教材を作成した教員が教材に足りない点や改善

したほうが良い点などの気づきを得られるよう

自己チェックするためのものである．研究の最初

の段階として，本稿ではチェックリスト作成に必

要なカテゴリを整理した． 
 
２．先行研究	 

教材改善のチェックリストとしては，鈴木

（2002）がある．教材全体の設計についてチェ
ックすることができる．また，鈴木（2008）は
「e ラーニング教材 ID チェックリスト」を作成
しているが，ユーザビリティの観点は少ない． 

ARCS モデルを用いたチェックリストの研究
としては鈴木（2012）があり，教員が自分の授
業に対して使用できるチェックリストを作成し

ている．教材に関する要素としては，具体的な視

覚表現，様式の多様性を挙げている． 
Zaharias(2009)は，eラーニングに必要な要素

の関係をフレームワークで示している．また，ユ

ーザビリティのパラメータとして，Learnability，
Accessibility，Consistency，Navigation，Visual 
Design，Interactivity/engagement，Content & 
Resources ， Instructional Feedback ，

Instructional Assessment，Multimedia Use，
Learner Guidance & Support ， Learning 
Strategies Designについて，測定基準を提示し
ている．  

Khan(2005)は，Pedagogical, technological, 
interface design, evaluation, management, 
resource support, ethical, and institutional,そ
れぞれについてチェックリストを作成している． 

Legault（2012）のチェックリストでは，e ラ
ーニング作成に必要な項目・要素として，

Instructional Design ， General Design ，
Assessments & Tests ， Fonts ， Testing ，
Technical，Accessibility，Navigation，Videos & 
Animation，Audio & Narration，Text Content，
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Graphicsを挙げている． 
 
３．チェックリストのカテゴリ	 

	 鈴木（2006）では，eラーニングの質保証レイ
ヤーモデルとして，レベル−１：いらつきのなさ，

レベル０：うそのなさ，レベル１：わかりやすさ，

レベル２：学びやすさ，レベル３：学びたさの５

つにレベルを設定している． 
	 このレイヤーモデルの，レベル−１に「アクセ

シビリティ」，レベル１には「ユーザビリティ」，

レベル３には「ARCS モデル」が含まれている．
本研究では，それらを教員が自己チェックできる

ものを作成する．以下のようにカテゴリを設定し

た。 
	 「ARCSモデル」では，Keller（2010）のカテ
ゴリに，チェック項目を分類する． 
	 ・注意（Attention） 
	 	 	 A-1:知覚的喚起 
	 	 	 A-2:探求心の喚起 
	 	 	 A-3:変化性 
	 ・関連性（Relevance） 
	 	 	 R-1:親しみやすさ 
	 	 	 R-2:目的指向性 
	 	 	 R-3:動機との一致 
	 ・自信（Confidence） 
	 	 	 C-1:学習要求 
	 	 	 C-2:成功の機会 
	 	 	 C-3:コントロールの個人化 
	 ・満足感（Satisfaction） 
	 	 	 S-1:自然な結果 
	 	 	 S-2:肯定的な結果 
	 	 	 S-3:公平さ 
	 「ユーザビリティ」では，先行研究で取り扱わ

れている項目を検討し，以下のカテゴリにチェッ

ク項目を分類する． 
	 ・全般的なインタフェースデザイン 
	 ・ナビゲーション 
	 ・テキスト 
	 ・画像 
	 ・動画 
	 ・音やナレーション 
	 「アクセシビリティ」に関しては，先行研究で

扱われているもののほかに， JIS 規格である
「JIS X 8341-3:2010高齢者・障害者等配慮設計
指針―情報通信における機器，ソフトウェア及び

サービス―第３部：ウェブコンテンツ」にもとづ

き，以下のカテゴリでチェック項目を分類する． 
	 ・知覚可能性 
	 ・操作可能性 
	 ・理解可能性 
	 ・頑健性 
	  
４．今後の展開	 

	 先行研究で挙げられている項目を，前節で示し

たカテゴリに分類・整理し，過不足がないかどう

かを精査し，チェックリストを完成させる．作成

したチェックリストを Web 上で公開し，実際に
eラーニング教材を作成している複数の教員に使
用してもらい，評価を受ける．それらの評価にも

とづき，改善したものを最終的なものとする． 
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